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NAAグループは、より強固な経営基盤の確立に向けてリテール事業の強化・拡大に取り組んでいる。
その一環として、8月末までに第1ターミナル3階の出国手続き後エリアに計17の店舗を新たにオープンした。
今後も増加が見込まれる外国人のお客さまも含めた多様なニーズに対応した魅力ある商業空間を創出し、

リテール事業のさらなる売り上げ拡大を図る。

店舗スペースを3割拡大

　成田空港における2017年度の空港内店舗売上高
は、過去最高の1594万人を記録した国際線外国人旅
客数の増加等を背景に、1246億円と前年度から大幅
に増加し、民営化以降の最高を更新した。さらなる売
上高の拡大を目指し、中期経営計画で掲げる「魅力あ
る商業空間の創出」として、2017年11月から2018年8
月末にかけて第1ターミナル3階の出国手続き後エリア
で飲食店・物販店・免税店を新たに17店舗オープン
した。中央ビル、第1・第2サテライト、北ウイングと南
ウイングの出国審査場正面の5つのエリアに、飲食店
5店舗、物販店と免税店がそれぞれ6店舗オープンし、
店舗面積も約33％増床して約9300㎡となり、店舗数
は第1ターミナル出国手続き後エリアで合計70店舗と

なった。
　コンセプトは「選べる、見つかる、楽しめる」で、店
舗数や商品の品揃えを増やすことにより、お客さまが
搭乗前のショッピングやお食事の場所を選び、見つけ
て、楽しめる環境を目指した。国内外いずれのお客さ
まにも楽しんでもらえる人気の商品やブランドを扱う店
舗を選んだほか、購買単価が高く、売り上げを牽引し
ている中国系のお客さまをはじめとする外国人のお客
さまも意識し、海外でも有名な日本のブランドや商品
を多く取り揃えた。

時流を捉え日本らしい店舗を展開

　飲食店は、お客さまから「選択肢が少ない」とのご
意見をいただくこともあったため、新たに5店舗増や
して計15店舗とした。第2サテライトに「スターバック
スコーヒー」、中央ビルに海外でも有名なラーメン店

「IPPUDO（一風堂）」と洋食の「三本亭」、第1サテライ
トに日本食の「こめらく」と、すでに第3サテライトで
好評の「すし京辰」が開店した。
　物販店では、「Fa-So-La TAX FREE ASAKUSA」と

「Fa-So-La TAX FREE AKIHABARA」がそれぞれ食品
専門のアネックス店をオープン。外国人のお客さまに
和洋菓子を中心とした食品の人気が特に高いことか
ら、より便利にご利用いただけるように取り扱いブラ
ンドも増やした。日本ブランドのファッションや菓子を
扱 う「FaSoLa STARS TAX FREE」で は、「BAO BAO 
ISSEY MIYAKE」や「Onitsuka Tiger」など海外で知
名度の高いブランドの取り扱いを開始。さらに同店舗
では、世界でここでしか買えない最高級のポッキーの
限定販売や、GINZA SIXに次ぐ2号店となる白い恋人
の石屋製菓の「ISHIYA GINZA」など話題性の高い商
品を展開。また、中国系のお客さまに人気のドラッグ
ストア「マツモトキヨシ」が国際空港出国手続き後エリ
アに初出店したほか、コンビニエンスストアの「セブン
-イレブン」も出店した。
　免税店では「GUCCI」「CHANEL FRAGRANCE & BEAUTY」ラーメンの「IPPUDO（一風堂）
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第1ターミナル出国手続き後エリアがリニューアル
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「BOTTEGA VENETA」などを加え、ラグジュアリーブ
ランドのさらなる充実を図った。
　新規店舗スペースの創出にあたっては、お客さまに
不便のないよう、ゆっくりくつろげるスペースと動線の
確保を図った。シーティングスペースはリニューアル前
と同等の座席数を保つとともに、家具メーカーとコラ
ボレーションして、バラエティーに富んだ椅子とテーブ
ルを配置するなど快適性も提供するように工夫。新し
い商業空間ができたことで、中央ビルには南と北のそ
れぞれのウイングからお客さまが訪れるような回遊性
が生まれ、ターミナル全体の活性化にもつながった。

多種多様なお客さまのニーズに対応

　今回のリニューアルで、多種多様なブランドをライ
ンナップできた背景の1つには、商業空間としての成
田空港の魅力が広く認知されてきたことがある。繊研
新聞社が毎年実施する「全国主要SC（ショッピングセ
ンター）売上高ランキング」調査では2017年度におい
ても成田空港が1位と、2013年から5年連続でトップと
なっており、成田空港の商業空間に対する出店者側の
期待や評価の高さにつながっている。空港内の店舗は
市中に比べて、お客さまの動きや必要な商品・サービ
スが異なる部分も多いため、出店者との調整を重ねて
いくことで、オペレーションや品揃えを改善し、サービ
スの充実を図っている。
　各ターミナルにおいて鮮度のある店舗への入れ替え
も適宜実施しており、成田空港限定商品や日本限定商
品を取り揃えるなど、成田空港から新たな日本のおみ
やげを発信している。2018年10月には国内空港初出
店となるハードロックカフェのオリジナルグッズショッ
プや、アメリカン・コミックのMARVELのグッズショッ

プをオープンした。期間限定ショップも時流や季節の
ニーズを反映した店舗を常に展開しており、2018年度
はアニメのキャラクターやカシミアの専門店などを出
店させた。
　最近では、売上高や購買単価の動向を牽引する中国
系のお客さまの購買傾向も変化している。日本に旅行
に来られるお客さまの裾野の広がりやリピーターの増
加により、かつての“爆買い”といわれるまとめ買いから、
より多種多様な買い方へと変化が見られるようになっ
た。こういったニーズの多様化に伴い、定番の商品やブ
ランドだけではなく、空港初となるブランドも積極的に
取り扱うようにしている。
　販売促進施策では、ウェブサイト上でのPRのほか、
日本のお客さまにはfacebook、中国系にはWeChat、
台湾にはインフルエンサーの活用など、市場や客層に
合わせたSNSを利用し情報発信を実施している。その
ほか、春には開港40周年を記念したビックカメラとの
コラボキャンペーン、夏と冬には200店舗以上の参加
による恒例の「エアポートセール」を実施し、成田空港
を利用されるお客さまだけでなく、空港周辺にお住ま
いの方々にも空港の店舗をご利用いただいている。

◇
　中期経営計画では、2018年度の空港内免税店・物
販店・飲食店の売上高1500億円を目標に掲げている。
この達成に少しでも近づける努力を重ねており、2018
年度の売上高は2期連続で民営化以降最高を更新する
見通しとなっている。成田空港の航空ネットワークがさ
らに拡大を続け、2020年には東京オリンピック・パラ
リンピックの開催を控える中、成田空港ではさまざま
なニーズに対応し、魅力的な商業空間を提供すること
で、リテール事業をさらに強化していく。

972

全国主要SC売上高ランキング（2017年度）
順位 施設名  売上高（百万円）

1 成田国際空港 124,699

2 ラゾーナ川崎プラザ 94,600

3 御殿場プレミアム・アウトレット 91,000

4 ららぽーとTOKYO-BAY 78,500

5 ルクア大阪 72,800

6 ジョイナス（髙島屋除く） 62,826

7 神戸三田プレミアム・アウトレット 53,900

8 ららぽーとエキスポシティ 53,200

9 三井アウトレットパーク ジャズドリーム長島 52,500

10 軽井沢・プリンスショッピングプラザ 51,261

※繊研新聞を基に作成

2014年度

成田空港における免税店・物販店・飲食店売上高の推移
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